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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　神さまの仕事「ありがとう」が言えた18話から抜粋「生長の家」／


神さまの仕事「ありがとう」が言えた18話　から抜粋　日本教文社編著

「生長の家」
❈観世音菩薩現れる❈

天の倉から返した借金　　　　　　　　　　　　　　　　　　
静岡県　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 9(こがねまる),小金丸)健治さん（66歳）
◆弟の残した借金を背負い、神に救いを求めた苦しみは増すばかり。

なぜ、その願いは神に届かなかったのか。妻の祈る姿に答えはあった。
　それはタチの悪い冗談にしか思えなかった。

「小金丸さん、心配いらない」そう前置きして、彼は切り出した。

「不治の病ならともかく、あなたの場合は借金でしょう？借金は払いさえすれば、明日にでも解決します」

　今から二十年前、長崎に住んでいた頃の話である。

　酒の卸し会社に勤めていた小金丸さんのもとに、サラ金業者から「あんたの弟が夜逃げしたぞ」と連絡が入ったのは、昭和五十五年の四月だった。その電話で、自分が弟の保証人になっていることを知った。

　長崎市内の商事会社に勤める弟は、居酒屋や雀荘などの店舗を居抜きでリースする業務を担当していた。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 9(たなちん),店賃)さえ払えば、すぐにでも経営者になれるが、商売のノウハウがない店はたちまち傾いた。そうした業績の悪い店を、弟は切り捨てられず、銀行やサラ金から個人的に金を借り、赤字を埋め合わせていたらしい。そのうち深みにはまって、借金まみれ。その額は五千万円にものぼっていた。
　弟からの借金の相談を受けたときも、年度末で忙しかったこともあり、不用意に実印を貸したことが悔やまれた。それだけ弟を信頼していたのだ。まさか、あちこちから金を借りまくり、自分の実印をぼこぼこ押しているとは思いもしなかった。
　念願のマイホームも手に入れ、さぁこれから、という矢先に、突如ふりかかった災難。借金取りが夢にまで現れ、夜も眠れず、たちまち髪の毛は真っ白になった。子供に心配をかけたくないと、努めて平静を装っていた妻の真佐子さんも、昼夜構わずかかってくる取立ての電話にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 9(おび),怯)える毎日だった。

　

お別れの遠足
　ある日、真佐子さんの母親が訪ねてきた。

「これでなんとかならない？」

　鞄から取り出したのは、近所の人が「これを読むと幸せになる」と言って、毎月持ってくるという月刊誌。表紙には「白鳩」と書かれてあった。子育てや夫婦のことが書かれた記事には興味がなかったが、最後のほうでページをめくる手がとまった。生長の家総本山の所在地が長崎だった。
　“ああ、あの大きな赤い鳥居があるところ‥‥”
　ふと妻や子供たちと一緒に、そこへ行ってみたくなった。家族と最後の思い出を作ろうと思ったのだ。家族と離ればなれになることは覚悟していた。一人になって死ぬか、一生逃げ続けるか。

　翌日の日曜日、家族四人、バスに乗って“お別れ遠足”に出発した。バスの窓から見る景色も、これで見納めかと眼に焼き付けた。広大な敷地に緑があふれている総本山は、静寂に包まれていた。高台に上ると、眼下には大村湾。その見事な眺望に心が晴れ、久しぶりに深呼吸をした。

　参拝をすませ、お弁当をひろげたとき、子供たちが言った。

「夫婦喧嘩して別れるのでなければ、離婚しないでほしい」

　妻もうなずいた。三人の目は「お父さん、がんばろうよ」と言っていた。

　神にすがってでも、一からやり直そうと、古金丸さんは、そのとき決心した。
与えられた課題

　総本山から帰ると、すぐに生長の家長崎教化部に電話をした。紹介された地元の組織を訪ね、家族四人の入会の手続きをした数日後、誌友会に夫婦揃って参加した。解決の糸口がみつかることを期待したが、

「借金は払いさえすれば、明日にでも解決します」

　生長の家の講師は、悠長なことを言って煙に巻く。払えないから、こうして相談に来ているんじゃないか、と喉まで出かかった言葉をぐっと飲み込んだ。

「神様は、解決できない問題を与え給わない。その借金、自分に与えられた課題だと思って、しっかり払いなさい。あなたに払えなくても、神様には払えます。神様に返せない借金などありません」

　淡々とした口調には有無を言わさぬ説得力があり、いつしか身を乗り出して聞いていた。五千万円の重みが、少し軽くなった気がした。

　以来、何かあると、その講師のところへ相談に行き、指導を仰ぐようになった。総本山で開かれている十日間の練成会に初めて参加し、報告に行ったときのこと。

「小金丸さん、どうでした？」

「はい、借金とりの電話もかかってこなかったし、みんなから“ありがとうございます”と声をかけられて、最高でした」

　すると、「それではダメ！」と叱られた。

「練成会は、心を変えるために行くところであって、借金取りから逃れて喜んでいるようでは何もなりません。ハイ、やり直し。もう一度行ってきなさい！」

　心を変えろ、と言われても、弟に裏切られたという思いは、そう簡単には消えなかった。銀行の担当者は同情して支払い期間を延ばしてくれたが、サラ金業者の取り立ては容赦なく、弟への憎しみは募る一方だった。

“いっそ訴訟を起こすか、それとも自己破産するか”

　　　弟を許しなさい

「小金丸さん、心配いらない」

　便りの講師に相談に行くと、いつもこの言葉が返ってくる。

「いくらなんでも、命までとられやしないから」

練成会や誌友会、講習会など生長の家の教えが学べる場には、会社を休んでまで足を運んだ。そこで習った神想観や聖経読誦も朝晩行った。妻は自分より熱心で、一日に何度も聖経をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 9(あ),誦)げていた。しかし、拝めども拝めども、神は助けてくれなかった。
「“環境は心の影”なのだから、問題から逃げても一緒、心が変わらなければ、どこまでも追いかけてきますよ。あなたは今、天のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 9(くら),倉)に徳を積んでいるのです。そのうち、きっといいことがあります。辛抱しなさい」

　現実に屈しそうになると教えを請い、励まされて再びEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 9(かちゅう),渦中)へ。その間、繰り返し言われたのは「弟を許しなさい」ということだった。

「弟さんのおかげで、成長の家に触れたのだから、憎むなんてとんでもない。弟さんは、あなたを導く観世音菩薩様です」

「ハイ、わかりました」と答えつつ、心の底では“あんちくしょう”と弟を罵っていた。弟に感謝するなど永遠にできそうになかった。

　あるとき、仕事から帰ると、妻が仏壇の前に座っていた。口に出して何か一心に祈っている。突然、弟の名前が耳に飛び込んできて、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 9(がくぜん),愕然)とした。妻は、弟の幸せを祈っていたのだ。体がぶるぶる震え、涙があふれてきた。

　　　これは、自分の借金

　おだやかな春の海と、真っ青な空。その境界線に浮かぶ伊豆大島。城ヶ崎の断崖に立ち、眼前の絶景に息をのむ。

「何度来ても、いい所だね」

　小金丸さんも、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 9(かたわ),傍)らで海に見とれている。

　伊豆半島の中部・伊東は、東京から特急に乗って二時間足らず。首都圏から近い上、温泉あり、名所あり、釣りにゴルフ、スキューバーダイビング、スポーツと娯楽あり、気候は温暖、海の幸は美味‥‥と来て、季節を問わず行楽客でEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 9(にぎ),賑)わっている。

　会社の保養施設も多く、小金丸さんは現在ここで、海運会社の保養寮の管理人を務めている。送迎や食事の用意、観光地の案内など、利用者の一切の世話を夫婦で引き受けている。
　食事は、海の幸をふんだんに使った真佐子さんの手料理。小さな寮なので、天ぷらなどの揚げ物は頃合を見て出し、アツアツを食べてもらうといった行き届いたサービスができる。そうした家庭的な雰囲気が評判を呼び、家族連れで利用する客が、一年を通して後を絶たない。出迎えのとき、子供には「おじちゃーん」と飛びつかれる。

　長崎を離れて十五年。借金取りが夢に現れることも、電話の音にドキッとすることもなくなった今、“当たり前”の有難さを、しみじみ感じる毎日という。

「女房が弟の幸せを祈っていることを知らなかったら、今ごろどうなっていたか。私は弟を恨み、借金を嫌々払いながら、神様に助けてもらうことばかり考えていました。それが、あの日を境に“これは自分の借金だ”と思うようになったんです」

　六十坪の家を売りに出し、三十年勤めた会社を辞め、退職金を全額返済にあてた。弟を許し、つかんでいたものを放したら、気が楽になった。借金さえなくなれば、後は何とかなると思った。ところが、望んでいた額で家が売れなかったこともあり、消えるはずの借金が、かなり残ってしまった。職を失い、完済のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 9(めど),目処)がなくなって“ついに万事休すか‥‥”

すべてを神に託して

「小金丸さん、心配いらない」
　頼りの講師は相変わらず。
「八方EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 9(ふさが),塞)りでも、天は開いている」

　と、上を指した。

「これまで辛抱して天の倉に徳を積んできたんじゃないですか。天の倉から引き出せばいいんです」

　夫は失業保険をもらいながら職探し、妻がパートで働きに出て、食べていくのが精いっぱい。そんな絶望的な状況のなか、夫婦は心の中で「ありがとうございます」と唱え続けた。

〈天地一切のものに感謝せよ〉

　それが、教えられた“天の倉から富を引き出す方法”だった。
　昭和六十年、高校時代の友人が、現在の仕事を世話してくれて、長崎を離れた。

「小金丸が転覆したら、私も一緒に溺れてしまうからな」

　友人の間では、船の呼び名で通っている小金丸さんは、

「転覆どころか、借金でとっくに沈没しとるわい。いまは潜水艦や」

　と笑って答えた。友人の期待に応えるべく、背水の陣で出向した小金丸号。

「ここまで来たのだから、あとは神様にお任せしましょう」

　同乗の真佐子さんに言われ、やる気になったその年、長男の輝隆さんが長崎大学へ進学、看護婦だった長女の由紀子さんも医師と結婚し、家族全員の門出が重なった。

　かって、講師に「徳を積め」と言われたとき、「徳を積んで、よくならなかったら、どうします」と尋ねたことがある。

「心配はいらない。お蔭があなたに現れなくても、子供さんに現れる。子供さんに現れなかったら、お孫さんに現れる」

　その言葉どおり、初孫の誕生、輝隆さんの就職、結婚、そして栄転、と、めでたいニュースが続いた。小金丸さん自身、定年後も嘱託として引き続き採用され、借金の返済がほぼ終わったいまも、こうして寮を訪れる人に喜ばれている。

「まだEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 9(おか),陸)に上がれず、海を上を漂っております」

　と微笑む顔に、その航海が楽しくてたまらない、と書いてある。帆を高くあげ、これからも「小金丸」はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 9(さっそう),颯爽)と海をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 9(ゆ),往)くのである。
『光の泉』平成十二年五月号
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
わが家を救った“嫁姑争い”　　　　　　　　　　　　　　　　　　
福岡県　緑川俊一さん・彩子さん夫婦（夫55歳・妻55歳）
◆不仲な嫁姑に、板挟みになる夫。家族三人、心は離ればなれ、だが、

一通の手紙が、冷たい空気の漂う家に春を呼び寄せた。
彩子さま
　今年も梅雨の季節がやってきましたね。でも今朝は太陽が輝いて、私が大事に育てているおもちゃカボチャの小さな小さな実が元気そうで安心しました。

　さて、先日の彩子ちゃんからの手紙、何度も何度も読みました。まだ五十代の私たちはまだまだ先が長いし、心穏やかに幸せな思いで生きられたらいいナと思うので、この手紙を書きます‥‥
　待ちわびた親友からの便りが届いたのは、六月半ばだった。いつもならすぐにかえってくる返事が、このときはEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 9(ひとつき),一月)近く間があった。手紙の内容を深刻に受け止めてくれたのだろう、と彩子さんは思った。
　積もり積もった思いが爆発し、そのあともくすぶり続けていた心の内を、親友にぽろりともらしたのだったが‥‥
　少しばかり気が滅入っているんです。義母のことがとても鼻につく様になってしまって‥‥。主人に言っても、親子だからわからないし、自然にストレスが溜まって来ている感じです。頭では年寄りなんだから‥‥と分かっているのですが。

　仕事を持っている事、お茶を続けている事が、私にとって救いです。“グチ”を書くつもりではなかったのに、手が自然に動いてしまいました。ごめんなさい。

　それは、家の建て直しが終わったばかりの昨年三月末のことだった。改築祝いの記念品を贈りたいという親戚の女性三人に誘われ、彩子さんは休日の午後から、彼女らと一緒に車でEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 9(こおりやま),郡山)へ出かけた。
　買物を済ませたあと、お茶を飲んで休憩しようと言われたが、休みの日に家を空けると姑がいい顔をしないので断り、とんぼ帰り。姑の好きな和菓子を土産に買って帰路についたときには、すでに日が傾きかけていた。

　家にたどりついたのは、六時過ぎ。玄関のドアを開けると、待ちかまえていたように、姑が部屋から出てきて言った。

「遅い」

　このとき居間で風呂上りのビールを飲んでいた俊一さんは、瓶一本を空にしてほろ酔い気分、玄関で何が起こっているのか、まるで気付かなかった。どたばた音がするので、立ち上がってEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 9(のぞ),覗)いてみると、信じられない光景が目に飛び込んできた。母親と妻が、つかみ合いをはじめていた。

　帰ってくるなり、いきなり耳に飛び込んできた姑の一言で、彩子さんの堪忍袋の緒が切れた。

「出かけるたびに、どうして文句を言われなければいけないの！」

　怒りや不満が一気に吹き出した。

「おかあさんなんか、いなきゃいいのよ！」
　姑が恐ろしい顔をして向かってきた。殴りかかろうとする姑の腕をつかんだところに夫が割って入った。

「何やってんだふたりとも、やめろ！」

　　　水と油

止めに入ったとき、俊一さんには妻が母親に殴りかかっているように見えた。それぞれから話を聞くと、お互い向こうが先に手を出したと言い張った。どちらにせよ、二人の関係がつかみ合いにまで発展したことに打ちのめされた。
　母親と同居するようになって二十年あまりになる。父親は時運が生まれる前に出征し戦士したので、顔を知らない。母ひとり子ひとりである。その親子の絆の強さが、三人の生活が始まると、裏目に出た。

　彩子さんは、夫の世話を焼きすぎる姑の態度が次第に目に余るようになった。注意して欲しい、と夫に頼んでも、うやむやにされることが多く、業を煮やして姑に面と向かって言うと、夫は姑をかばい、「おまえが我慢すればいい」と言って喧嘩になった。

　俊一さんにすれば、多めにみてほしい、という思いがあった。母親に対する妻の突っけんどんな言葉遣いや態度も気になった。どうして、もっと優しくできないのか、とEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 9(いらだ),苛立)たしかった。

　何度か母親に妻の気持ちを伝え、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 9(つつし),慎)んで欲しい、と話したこともある。だが、息子の面倒を見て何が悪いのか、と不思議な顔をされると、悪気はないと分かっているだけに、きつく言えなくなるのだった。

　地味でおとなしく、つつましく生きてきた大正生まれの母親と、八人きょうだいの末っ子で、誰に対しても開けっぴろげ、快活で積極的な妻とは、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 9(しょせん),所詮)水と油。どちらが悪いわけでもない、相性が悪いだけ、とあきらめるしかなかった。
　家族三人、一つ屋根の下でいがみ合ってどうするんだ、とぼやきつつ、家庭内のトラブルを誰かに相談することもできず、苦しみは酒を飲んで紛らわせた。いつしか、一年に三百六十五日、酒を飲まない日は一日もないほど溺れるようになっていた。

　そのツケが、つかみ合いの一件のあと、まわってきた。人間ドックで「高血圧気味」「動脈硬化が進行中」と分かり、医者から酒を控えるように厳重注意を受けた。しかし、酒はやめられなかった。

　一方、彩子さんは、姑と暮らしていく自信をなくし、手紙で親友にグチをこぼした。

“自分は何のために生きているんだろう”とか考えるようになってしまいました。そのうちいい事がある様、期待するのみです。人間なる様にしかなりませんものね。

　建て直した家は和風二階建て、床の間はお茶室にもなる。掘りEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 9(ごたつ),炬燵)でくつろげる広いリビング、そこから眺められる庭には立派な藤棚がある。だが、いくら家が新しくなっても、そこに一家EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 9(だんらん),団欒)の暖かい空気がなければ、無意味だった。
　五月、夫婦がすれ違いの日々を送っている間、庭の藤は見事に紫の花を咲かせた。

　　
　　　感謝という言葉
‥‥突然ですが、彩子ちゃんは「生長の家」って、知っていますか？

　私はかって、宗教には全く興味がなく（むしろ嫌いな方）、聞いたこともありませんのでしたが、十年前に夫とのぎくしゃくした関係に悩んで、ある人に相談をしたところ、“貴方のような我の強い人は「成長の家」に入ると、良くなるよ”と言われたのです。

　最初抵抗もあったし、なかなかなじめなかったのですけど、あれから十年がたちました。いまではこの教えがなかったら地獄のような一生だったかも知れないと思ったりします。
　親友の名は、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 9(うちうみ),内海)フク子、愛称フクちゃん。高校時代からのつき合いである。現在は千葉県に住んでいて、月に一度は便りが届く。旅行に出かけたこと、趣味のパッチワークや人形づくりに奮闘していること、育てている花々のことなど、バイタリティあふれる生活ぶりが、おしゃれな便箋の上に綴られていて、いつも楽しみだった。

　六月半ばに届いた返事には、手紙と一緒にはじめて目にする雑誌が入っていた。生長の家の月刊誌『白鳩』。親友を救った「生長の家」とはどんな教えなのか興味を持ち、丹念に読んだ。そこに書かれてあった「人間は神の子である」という言葉が心に響き、もっと教えを勉強したいと返事を書いた。
　彩子さんが前向きになった反面、俊一さんは相変わらず酒に逃げていた。七月になって、しゃべり方が酔っ払っているようで、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 9(おれつ),呂律)が回らなくなり、彩子さんが、あわてて病院につれていったところ、「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 9(のうこうそく),脳梗塞)」と診断され、そのまま入院となった。幸い症状は軽く、三週間で退院できたが、再発の危険性があると医者に繰り返し言われた。

　俊一さんの退院後、夫妻は生長の家に入信した。『生命の實相』などの心理の書を買って読み、講師の話を聞きに出かけていった。母親と妻が仲良くなるなら、と軽い気持ちだった俊一さんも、この教えが、仕事、健康、人間関係など、人生のあらゆる局面に生かせることが分かり、熱心になった。
　そうして教えを学ぶなかで、頻繁に目にし、耳にした言葉が、「感謝」。二人は、その「感謝」が自分たちに欠けていたことを痛感した。

　十月に夫婦で一泊二日の生長の家のセミナーに参加したときのこと。彩子さんは、会場にいたおばあさんに入信の動機を聞かれ、姑とのゴタゴタを話した。すると、おばあさんは「ああ、それはね」と、すべてを理解したような口ぶりで言った。

「お姑さんは、あなたを導いてくれる観世音菩薩ですよ、拝みなさい」

　　　鬼ではなく仏だった

「観世音菩薩」という言葉を聞いてから、彩子さんの心に、こんな思いがぽっかりと湧いてきた。
“姑は自分を磨いてくれたのだ”

　続いて、浮かんで来たのは、嫁として至らなかった自分の姿――。

　同居するようになったとき、姑はいまの自分と同じぐらいの年齢だった。当時から姑を年寄り扱いしていたが、いま自分が同じ扱いを受けたら腹を立てるだろうし、若い嫁に負けるもんか、と思うに違いない。

　悪気のない姑の言葉尻をとらえて、ひとり大騒ぎしていた自分が恥ずかしかった。「遅い」というあの一言も、帰りを待ちわびていたからこそ、出た言葉ではなかったのか。「ごめんね」と素直に謝っていれば、そのあと一緒に土産のお菓子を食べて、楽しい夜をすごすことができたのだ。

　自分が勤めに出ている間、姑はゴミを出したり、庭の草むしりをしたり、家の中の細々したことをやってくれる。こっちは働いているのだから、そのくらいしてもらって当然だと思っていたが、思い上がりもいいところだった。

　十二月に入って、俊一さんは、母親に対する妻の言葉遣いが優しくなったことに気付いた。「意識してやっているのか」と尋ねると、「自然にできるようになった」という答えがかえってきた。

　俊一さんは酒をきっぱりやめた。体重が一時期に比べて十キロも減ってスリムになった。体調はすこぶるよく、性格も穏やかになった気がする。退院するとき、記念に脳のレントゲン写真をもらってきた。もし今後酒に走るようなことがあったら、これを見て‥‥と考えたりもしたが、思い描いていたとおりの家庭を手にしたいま、写真の助けはいらないと確信している。

　それは、母親と妻が笑い合って世間話に花を咲かせている、そんな家庭だった。特別なことはなにもない、家庭がお互いを思いやって仲良く暮らしているという、至極当たり前の家庭である。だが、その“当たり前”が有難く、俊一さんは、感謝せずにはいられない。

　彩子さんは、最近姑がよく笑うようになった、と感じている。「なんていい顔してるんだろう」と、見とれてしまうほどだ。かつては鬼のような顔だと思っていたが、それは、鬼のような心を持った自分自身の顔が映っていたのであり、いまの仏様のような顔こそが姑の本当の顔だと分かった。

　そんな姑の顔を見ていると、フクちゃんが手紙に書いてくれていたとおりだと、しみじみ思うのだった。

　ずいぶん、いろいろと学校でも、親にも教わらなかったたいせつなことを勉強しました。そういう中で、思うことは、“自分の見方を変えれば変わる”ということです。

　まもなく庭の藤棚が紫に染まる。今度こそ正真正銘の春が来た。
『光の泉』平成十一年五月号
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

最初で最後の大ピンチ　　　　　　　　　　　　　　　　　　

秋田県・会社社長　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 9(はりま),播磨)州達さん（50歳）
◆声を出してその言葉を唱えたとき、なぜか涙があふれてきた。倒産寸前

の闇の中、心からの「ありがとう」が繁栄を招き寄せた。

　そのときはさほど重要と思わなかった出来事が、振り返ると、自分の人生に多大な影響を及ぼしていた、ということがよくある。
　夏の陽射しの中、シャベルを手に、

「現場で汗を流すのは気分がいいねぇ」

　と、日焼けした顔をほころばせる彼も、もしかすると、いまごろアスファルトをはがした道路の上でなく、どこかの高校の教壇に立っていたかもしれない。

　両親がともに教師という家庭で育ち、自分も将来は教職の道に進むだろうと、漠然と思っていた。県内の高校から東洋大学文学部に進学、公立高校の教員採用試験に落ちたときも、教師以外の選択肢が思いつかなかった。“また来年があるさ”と、就職活動もしないまま大学を卒業して帰郷したのが、昭和四十七年。
　もともと物事を突きつめて考えることをせず、迷ったり、悩んでいるひまがあったら、いつも何らかの行動を起こしてきた。だから、帰郷後しばらくして、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 9(いとこ),従兄)から「家でぶらぶらしているなら、仕事を手伝わないか」と電話がかかってきたときも、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 9(ちゅうちょ),躊躇)することなく引き受けた。

　従兄は、秋田県大曲市内でEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 9(さくせい),鑿井)工事の会社を営んでいた。地質調査をして地下水をとるため井戸を掘る。右も左も分からず、先輩の従業員に怒鳴られながら、汗まみれになって働いた。腰が抜けそうになるほど重い機具も率先して運んだ。
　現場では厳しい先輩たちも、仕事が終わってみなで酒を飲むときは、冗談を言って笑わせてくれた。飲みっぷり同様、彼らのホラ話は豪快で、時にはウンチクも披露し、退屈しなかった。大学を出たばかりの若僧を、仲間として認めてくれていることが、うれしかった。
　すっかり仕事に夢中になって、教職試験のことはどうでもよくなった。両親はとうにあきらめていたのか、酔っぱらって帰宅し、布団に倒れこむ息子に小言ひとつこぼさなかった。

　従兄から見合いを勧められたのは、その年の秋だった。二十三歳で身をかためるのは、少し早い気もしたが、相手を一目見て決めてしまった。仕事で取引のあった水道ポンプ会社の社長の娘で、養子縁組であることにも抵抗がなかった。

　翌年の五月に結婚。自ら求めたわけでもないのに、就職、結婚とトントン拍子に決まり、（人生、なるようになる）と、我が世の春を謳歌していたが、従兄のもとを離れ、養父の仕事を手伝うようになると、“なるようにならない”問題にぶつかり、頭を抱えることになる。

　　　社長との対立

　地元で水道ポンプといえば、「播磨さん」と言われるほどの老舗で、養父は三代目に当たる。戦後まもなく仙台の父親から家業を引き継ぎ、農地の造成で開墾が盛んに行われたとき、あちこちで井戸を掘った。揚水ポンプが飛ぶように売れたという。

　その後は一般家庭の水まわりの仕事が主力となったが、黙っていても商品が売れた時代を経験しているせいか、商売のやり方が“待ち”の姿勢で、積極的に事業を拡大しようとしなかった。いずれ会社を引き継ぐ者としては、それが我慢ならなかった。
　経営は、借金だらけで、“火の車”だというのに、のんびり構えている養父に苛立ち、従業員に対する優しさが、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 9(こ),媚)びやけじめのなさに映る。教育者として厳格な実父とつい比較し、もっと男らしくEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 9(きぜん),毅然)と振舞ってほしいと思った。

　父親としても、社長としても尊敬できず、指示を受けても、「ハイ、分かりました」と素直に言えない。逆に言い返し、やりこめることが多かった。社長と跡取りとの対立は、職場に混乱を招き、十人ほどいた従業員たちは、一人、二人と辞めていった。

　新たに人を雇っても長続きせず、従業員は半分に減り、人で不足で大きな工事の注文が取れなくなった。舞い込む仕事は、なぜか経費と時間ばかりかかって儲けが少なく、その怒りを社長や従業員にぶつけて、職場でますます孤立していった。

　会社を立て直すつもりが、やることなすこと裏目に出てしまう。“俺は運がいい、人生なるようになる”と、強気で行動していた頃の自分は鳴りをひそめ、倒産にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おび),怯)えて立ち尽くす敗者が、そこにいた。

「あの頃、まだヨチヨチ歩きだった次男の顔を見て、思ったことがあります。もし、倒産して一家離散にでもなったら、この子に父親の顔を覚えてもらえないままわかれるのか、と。何もかも捨てて、アパート暮らしからやり直そうと、女房に話したこともありました」

　妻の恵美さんにしてみれば、家業を放り出す前に、夫に一度生長の家の練成会に参加してほしかった。結婚してから何度も勧めてきたが、夫は聞く耳を持たず、生長の家の行事案内のポスターを事務所に貼ると、すぐにピリッと破り捨てた。

　母親から伝えられた生長の家を、夫婦で信仰していくことを願っていたのに、ここまで徹底して反対されると、この結婚は間違いだったのでは、と後悔の念が湧いてきた。短期、せっかち、頑固‥‥夫の悪いところしか見えなくなり、恵美さんは、母親教室などの生長の家の勉強会に出て、教えを真剣に学ぶようになった。

「幼稚園に通う子供が、父の日に夫の似顔絵を描いてきたとき、裏に『お父さんは神の子で、すばらしい』と書いて、目につくところに貼りつけたんです。毎日その絵を眺めて、裏に書いてある言葉を、自分に言い聞かせました」

　生長の家秋田県教化部で開かれた四泊五日の練成会に、夫が一人で参加してくれたのは、昭和五十六年七月のこと。結婚してから八年、父親との気まずい関係や経営悪化が、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 9(かたく),頑)なだった夫を動かしたのだとすれば、それからの問題は、よくなるきっかけかもしれない、と恵美さんは思った。

　　　当たり前が有難い

　鞄に好きな歴史小説をしのばせ、暇つぶしに読もうと考えていた当人は、練成会に何の期待もしていなかった。

（一度行けば、女房もうるさく言わなくなるだろう）

　その程度の気持ちだった。

　二日目の朝の「感謝行」と呼ばれる清掃奉仕の時間。練成会では掃除も行の一つであり、全員で両親への感謝の言葉を唱えながら床を拭いた。

「お父さん、ありがとうございます」

「お母さん、ありがとうございます」

　はじめは、口がパクパク動くだけで声にならなかった。そのうち周りの雰囲気にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 9(お),推)され、少しずつ声が出てきた。突然まぶたがにじんできて、雑巾を持つ手に涙がぽろぽろこぼれ落ちた。恥ずかしくて慌てて涙をぬぐっても、ぬぐった先から溢れてくる。一体自分の身に何が起きたのか、泣けて泣けて仕方がなかった。わけがわからないまま、いつしか声を張り上げていた。

「ありがとうございます！」

　清々しい気分だった。不安や怖れが消えていく。顔の筋肉が緩み、自然と笑みがこぼれてきた。どうしてあんなに意地を張っていたのか、無理をせず、もっと肩の力を抜きなさい、と、その言葉は教えてくれているようだった。

「『ありがとうございます』なんて、とんと縁のない言葉でした。口にするのは、銀行から借金をするときか、業者から集金するときぐらいで、ご飯が食べられるのも、昼間働けるのも、夜寝れるのも、すべて当たり前。でも、その“当たり前”が一番有難いことだったんですね」
　二日目から心を入れ替え、みっちり練成会を受けること、毎日の生活に「感謝」が足りなかったことが、よく分かった。経営不振のことでは、社長や従業員を責め、自分は悪くないと思っていた。しかし、

〈環境は心の影〉

〈恐れるものは皆、来たる〉

　倒産の危機を招いたのは、他ならぬ自分自身だと気付いた。

　練成会を終え、秋田市から車で帰る途中、ハンドルを握りながら喜びがあふれてきた。

（ありがとうございます、ありがとうございます‥‥）

　帰ったら、生まれ変わったつもりでやり直そうと、思った。

　　　よくなるしかない

　同じ仕事をするにも、そこに感謝の気持ちを込めるように心がけると、自然と態度が変わってきた。電話の応対は優しく丁寧になり、命令口調はなくなり、社長の支持にもハイと従い、普段から笑っていることが多くなった。

　笑顔はまわりにも伝染し、それまで現場から戻ると、日報をつけて逃げるように帰っていた従業員たちが、お茶を飲み、ゆっくりしていくようになった。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 9(なご),和)やかな雰囲気で一日の業務を締めくくることなど、以前は全く見られなかった。

〈自分が変われば、世界が変わる〉

　日に日に強まる実感が、仕事への情熱を生んだ。ただし倒産を避けようと、がむしゃらになったわけではなく、むしろ倒産しても構わないと思った。それは、あきらめでも開き直りでもなく、“お任せ”の心境に近かった。

「たとえ事業が失敗しても、“神の子”としての自分の価値は変わらない、そう思ったら、気が楽になりました。最悪の結果になっても、またはじめからやり直せばいい、と。ところが、倒産が怖くなくなったら、ぼつぼつ仕事が入ってきて、業務が上向き始めたんです」

　近所で開かれていた早朝神想観の集いに毎日通ったことも、仕事に大いに生きた。工事の段取りがよく見えるようになり、経費や時間の無駄が減った。神想観後にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 9(ひらめ),閃)いて、その日の予定を変更したことも度々あったが、それが許されるほど社長も自分に信頼を寄せるようになっていた。

　従業員の入れ替わりがなくなり、水道ポンプ以外に、給湯や冷暖房など一般家庭の設備工事に手を広げると、やがて口コミで注文が飛び込んでくるようになった。借金も、銀行の配慮で短期間返済が長期に変わり、月々の返済額が一気に減った。練成会に参加してから二年後にして、ようやく危機を脱出。

　平成になって経営を引き継ぎ、下水道工事に主力を移した。五年前に社名を「はりまアクアライン」と変更。不況の中でも、業績は微増ながら伸び続けている。

「順調なのは、播磨家を守っているご先祖様の力が大きいと思います。私の力など微々たるもの。でも、私自身、導かれてこの家に来たのですから、家業を繁栄させ、多くの人の役に立っていきたい。感謝して喜んで仕事をしていれば、何があっても大丈夫、良くなるしかない、そう素直に思えるんです」

　今年の一月、養父の栄治さんが風邪をこじらせ、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 9(きゅうせい),急逝)した。七十九歳だった。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 9(ひょうひょう),飄々)として周囲を明るくする愉快な父だった。天真爛漫、いつもニコニコしていて、近所でも人気者だった。
　理想の父親像を求めるあまり、かつては欠点にしか見えなかったそうした部分が、いつしか長所に思えてきて、そのままの父を尊敬できるようになっていた。

「父は、誰よりも私の心を磨いてくれた観世音菩薩様でした。もう役目が終わったと思ったのでしょうか、まだまだ一緒にいたかったのに、さっさと霊界へ旅立ってしまいました」

　あっけない別れに悔いは残っても、その死を受け入れ、家業に専念している。「ありがとうございます」と言って別れたかった父への、それが何よりの恩返しだと思っている。

『光の泉』平成十二年九月号

❈人生の主人公になる❈　

憎しみを感謝に変えて地獄から抜け出した男　　　　　　　　　　　　　　　　　　
神奈川県　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 9(くるまひろし),来間仁志)さん（41歳）
◆過酷な運命に翻弄された日々も、すでに過去。「心が変わ
れば世界が変わる」。“今この時”をつかみ取った喜びが、
未来を照らす。

踏み切りの警笛が鳴りだした。遮断機がゆっくりと下りてくる。心臓の鼓動が速まる。
やるべきことは遮断機をくぐり、一歩前に進むだけ。それですべてが終わる。

電車がみえた。息をのむ。一歩前に‥‥。

全身が凍りつく。足が動かない。目を閉じる。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 9(ごうおん),轟音)。
　ほんの数メートル先なのに、遮断機の向こう側はとてつもなく遠い。
　酒を飲んでも、その距離はなかなか縮まらない。

　次の電車こそは‥‥

　ポケットからワンカップを取り出し、フタを開ける。もっと酔えば、訳ないだろう。

　どうせ自分の人生は、当の昔に終わっている――

　　　奪われた夢

　神奈川県歯科大学の六年生だった昭和五十七年、五月二十九日。
　実習生として病院通いが始まり、夜、机に向かって山のような課題をこなしていたその日、一息ついてテレビを眺めていたとき、突然、頭を殴られたような衝撃を感じ、倒れた。
　救急車で運ばれ、六時間に及ぶ緊急手術。意識が戻ったのは、集中治療室から一般病棟へ移ってからだった。体中に管がつけられ、頭が割れるように痛かった。

　何日経っても手足の感覚が戻らず、なぜ麻酔が切れないのか、不審に思った。ずいぶん経って車椅子で動けるようになってから、医師に脳のレントゲン写真を見せられ、その理由を知った。右脳部分にぽっかり空白部分があった。

　脳静脈瘤破裂。脳卒中のなかでも、まれな症例で、二十代で破裂するのは、二十万人に一人という。左半身の運動中枢部分に出血したため、左半身は麻痺したままだと言われた。

「寝たきりか、車椅子の生活になるのだろうが‥‥」

　耳鼻咽喉科の医師だった父親に似て手先が器用で、クラウン（歯冠）などを作る職人仕事のような細かい手作業も、苦ではなかった。「君は歯医者になるために生まれてきた」と教授をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 9(きょうたん),驚嘆)させた、その手が使えなくなった。左手は握りこぶしのまま開かず、腕はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 9(ひじ),肘)から曲がって動かない。

　車椅子がイヤで、病院の廊下の手すりにつかまり、毎日歩く練習をした。杖をついて歩けるようになってからも、リハビリ病院に一年半ほど入院して、左手の機能回復に努めた。しかし、無駄に終わった。

　その間に友人たちは大学を卒業し、自分を追い越していった。開業、海外留学、マイホーム購入‥‥当然手にできるはずだったものも、大学を卒業できなかった自分には、夢のまた夢。悔しさのあまり夜も眠れず、毎晩酒を飲んだ。酔って眠っても、目が覚めれば、不自由な肉体に縛られていた。
　ある晴れた日、死んで楽になろうと、近所の踏切までやってきた。恐怖心を消すため、酒屋でワンカップを五本買った。四本目をあおり、電車の通過を見送る。最後の一本を流し込んで‥‥

　覚えているのは、そこまでだった。気が付いたら、自宅のベッドの中にいた。酔っぱらって、眠りこんで誰かに運ばれたのか、すっぽり記憶が抜け落ちていた。それが、アルコール依存症の特徴的な症状であることを、このときはまだ知らなかった。

　

　　　飲んで暴れる

　死ぬことをあきらめられたのは、酒のおかげだった。酒を飲むと、嫌なことを忘れ、気が大きくなった。

“酒があれば、人生闘っていける”

　昭和六十三年から三年間、社会復帰をめざし、障害者対象の職業訓練校や夜間の情報処理専門学校に通った。杖をついての電車通学。シルバーシートの乗客は、なぜか居眠りをはじめるし、買い物袋を両手にさげたおばさんに割り込まれ、席をとられる。中年サラリーマンは肩がぶつかっても、知らんぷり。世間の冷たさを痛感し、酒でウサを晴らした。

　平成三年五月に父親がガンで亡くなったときも、病院の待合室で酔っぱらっていた。その年の十月、三十二歳で日立ソフトに就職できたときは、社会復帰できた喜びより、「これで誰にも文句を言われず、自分の稼ぎで酒が飲める」と有頂天になった。

　会社勤めが始まると、ますます避けの量は増えた。家を出て、まず商店街の自動販売機でワンカップを一杯、“今日もばんがるぞ”と奮い立つ。電車に乗り、出社前に販売機で一杯、昼休みに外へ出て一杯、仕事が終わると、一杯飲んでから電車に乗り、駅に着いて帰宅前に一杯。

　吐き気や下痢が慢性化し、まともに食事ができなくなっても、やめなかった。会社のトイレで眠り込んだこともあった。就職して一年後、栄養失調状態になり、入院した。このとき医師に、肉体より心の治療の必要性を説かれ、「断酒会」というアルコール依存症で悩む人たちの集まりがあることを教えられた。

　三ヶ月で退院し、平成五年一月に職場に復帰してから酒を飲まなくなったのは、この断酒会に顔を出して、酒と自分とのかかわりを見つめなおすことができたからだ。

　一年間酒を遠ざけ、迎えた平成六年、いつもより早めに出勤した仕事はじめの日の朝に、それは起きた。ラッシュで混み合う駅で、電車に乗り込んだとき、後ろから押されて将棋倒しになり、乗客の下敷きになった。背中に乗りかかっていた五十代ぐらいの男が立ち上がり、怒鳴った。

「モタモタするな、ばかやろう、障害者は家で、おとなしく寝てろ！」

　カッと頭に血がのぼった。

「じゃあ、家でおとなしく寝てるから、てめぇが、給料くれんのか！」

　その日、家に帰ってから浴びるほど飲んだ。決壊したダムのように、もう歯止めがきかなかった。会社に行かず、昼間から部屋のカーテンを閉め切り、一升瓶を空にする。世間を呪い、運命を呪い、神を呪い、さらにウイスキーの大瓶を空ける。酔いから覚めると、部屋はメチャメチャで、窓ガラスが割れている。近所の犬の鳴き声が「死ね、死ね」と聞こえる。

　意識の混濁、被害妄想、幻聴。飲んでは暴れ、アルコールが切れては暴れた。酒を隠した母親を殴り飛ばし、雪の日でも目を血走らせ酒を買いに出かけた。泥酔して路上に寝て、何度もパトカーの世話になった。救急車で病院に担ぎ込まれて入院しても、退院すれば、また同じ事を繰り返した。会社は無断欠勤が続き、クビになった。

　　　救いを受ける道
　母親の寿美子さんは、近所に住む人から生長の家を紹介されると、直ぐに神奈川県教化部に行き、講師に相談した。

『寒露の法雨』という生長の家のお経を買って帰り、講師に言われたとおり、泥酔して眠りこける息子の枕元で誦げた。すると、不思議なことに息子はわんわんと泣き出した。「この教えには何かあり」と直感し、二月に生長の家本部練成道場で開かれている十日間の練成会に一緒に参加した。ところが、二・三日して酒が切れると、もうダメだった。道場を抜け出して酒を買いに行き、部屋で飲んでひっくり返っている。結局、日程半ばにして連れて帰った。

　心も体もアルコールに蝕まれ、壊れていく息子を救えない自分が腹立たしかった。もう祈るしかなかった。

　平成八年十月、県のある精神科の閉鎖病棟に入院した仁志さんは、そんな母親の気持ちとは裏腹に、さっさと望みを捨ててしまった。窓に鉄格子がはめられ、高い塀に囲まれていたその病院には目のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 9(うつ),虚)ろな患者が多くいた。ここでひっそり一生を終えるのだろう、と腹をくくった。

“今度こそ年貢の納め時‥‥”

　だが、ある日、意識の中にポッと生長の家のことが浮かび上がってきた。練成会に出たとき、「救われました」と涙を浮かべて語る参加者たちを横目で見ながら、どうして自分に救いは訪れないのか、と腹立たしく思い、酒を飲んだのだったが‥‥

　しばらくして母親に電話をした。

「『生命の實相』を送ってほしい」

　電話をもらった寿美子さんは、買い揃えていた『生命の實相』全四十巻の中から何冊か選んで、すぐに病院に送った。今頃になって、なぜ成長の家の本を読みたいと言い出したのか、分からなかったが、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 9(いちる),一縷)の望みを、その本に託した。
〈天地のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 9(すべてのもの),万物)に感謝せよ。その感謝の念のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 9(うち),中)にこそ汝はわが姿をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 9(み),観)、わが救いを受けるであろう〉

　母親から届いた『生命の實相』第一巻の中に、この言葉を見つけたとき、“あきらめるのはまだ早い”と思った。

　病気に倒れて以来、ただの一度も持つことのなかった感謝の心。それが、あなたの運命を変えると、その本は教えていた。

「ありがとうございます」

　口に出して言ってみた。有難いことなど何もなかった。それでももう一度、「ありがとうございます」。さらにもう一度‥‥

　これは、自分に与えられた最後のチャンスだと考えた。まさに地獄に仏。理屈など後からついてくる。“実践あるのみ”と、それから毎日ひたすら「ありがとうございます」と唱えた。医師に、看護婦に、家にいる母親に、あの世の父親に、太陽に水に空気に‥‥

　三ヵ月後、退院の許可が出た。驚きと喜びが入り混じり、放心状態で意思の言葉を聞いた。医師は最後に笑って言った。

「もう酒は飲むなよ」

　　　
世界が一変

　平成九年十二月、母親と一緒に神奈川県教化部で開かれたにはく三日の練成会に参加した。二日目の夜に「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 9(じょう),浄)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 9(しん),心)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 9(ぎょう),行)」という行事があった。心の内にある怒り、憎しみ、悲しみを、紙に書き出すように言われ、運命に対する恨みつらみを書いた。紙はたちまち埋まり、もう一枚もらって続きを書いた。涙がとまらなかった。

　集められた紙に火がつけられ、炎の前で、参加者とともに『寒露の法雨』をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 9(あ),誦)げながら、涙を流れるにまかせた。教化部長が言った「自分の運命を許しなさい」という言葉が、じわじわと胸に広がっていった。心がスーッと軽くなっていくようだった。その夜ぐっすり眠り、目が覚めると、世界が一変していた。
　朝、窓を開け放って、一面の銀世界に目を奪われるような感動だった。ただただうれしくて、有難い。「ありがとうございます」という言葉が口をついて出てきた。これが、待ちわびた魂の救いか、と思った。
　毎月のように練成会に出た一昨年から、次々と幸運が訪れた。父親が夢に現れ、「仁志、よかったな」と笑ったのも、曲がっていた左肘が伸びたのも、汗をかけなかった左半身に汗の粒が浮き出たのも、皆、練成会中の出来事である。そうした体験を大勢の前で発表する機会も得て、拍手を浴びた。

　昨年四月から毎月自宅で誌友会を開いている。地元の相愛会の会長を任され、また地方講師として教えの伝道に励んでいる。その原動力がアルコールではなく、人の役に立つ喜びにあることは言うまでもない。

「大切なのは、“今この時”を精いっぱい生きること。肉体的な障害など関係ない」

　力強く、そう言いきる仁志さんである。

　どういうわけか、最近は電車に乗ると、必ず席を譲ってもらえる。割り込む買い物袋のおばさんも、無神経な中年サラリーマンにも、なぜか出くわさない。

　ついこの間も、出先で雨に降られ、駅前のタクシー乗り場まで歩いていると、後ろから誰かが傘をさしてくれた。振り向くと三十代ぐらいの男性が微笑んでいた。自分はずぶ濡れになっているというのに。

〈天地一切のものとの和解が成立するとき、天地一切のものは汝の味方である〉

　世界は限りなく優しくなって、わが手に戻ってきた。

『光の泉』平成十二年三月号

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
さらば、キズだらけの人生　　　　　　　　　　　　　　　　　　

東京都・会社員　稲葉正光さん（33歳）
◆母を恨み、世間を敵にし、思いやりや優しさなど、とっくに

捨てたつもりでいた。しかし、それは失われることなく、自

分のうちに充ち満ちていた。

人生に“もし‥‥”は禁句だが、ふと思うことがある。
（もし両親が離婚していなかったら）

　まだ小学四年生だった。ひとりっ子でわがまま放題に育ち、欲しいものは何でも手に入っていた生活が、伯父夫婦に引き取られて一変した。食べ物の好き嫌いは言えない、欲しいものがあっても「買ってくれ」と言えない。子供心に自分が歓迎されていないことは分かっていた。

　伯父夫婦の機嫌をうかがう窮屈な毎日にたえるには、この不幸を誰かのせいにして、自分をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 9(あわ),憐)れみ、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 9(なぐさ),慰)めるしかなかった。大好きだった母に捨てられた悲しみは、こうして次第に憎しみへと変わっていった。

　非行を繰り返した中学、高校時代、暴走族の中身に入って、バイクで疾駆し電柱に激突、全身打撲で生死の境をさまよったのは、高校一年のときだった。肋骨が折れて肺にささり、鎖骨が欠け、背骨も折れた。
　手術を二回して命拾いしたが、痛みがひどくて身動きできず、死んだほうがよっぽどマシだったと、ベッドの上で何度も思った。退院してからも、後遺症の痛みに苦しみ、自暴自棄になってバイクを乗り回した。

　高校卒業後は、運送業、建築業、ディスカウントストアの店員などの職を転々とし、痛みをこらえながら、きつい肉体労働に明け暮れた。稼ぎのほとんどは車の改造費に消えた。

　もっと楽な仕事で金儲けをしようと、金融業を始めたり、資格を取って損保の代理店を開いたりしたが、うまくいかず、最後は喫茶店の経営に失敗して、すかんぴんになった。

　仕事を世話してもらうため、不良時代から兄のように慕っていた先輩を訪ねると、「生まれ変われる場所がある」と強く勧められたのが、成長の家の練成会だった。

　以前彼に「母親を恨んでいる」とこぼしたとき、「親を恨むのは、自分を否定すること。それで人生がうまくいくはずない」とEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 9(さと),諭)された。しかし、母親のせいで家族がバラバラになったと思い込んでいる自分には納得できなかった。
　高校生のとき、欲しいものが買えず、母親に金を借りようと、家を訪ねたことがある。カギをかけられ、門前払い。「クソババァ」と玄関を蹴飛ばした。
「俺の気持ちが、てめぇなんかに分かってたまるか！」

　あの悔しさは、そう簡単には消えない。

（こんな俺でも、親に感謝できるようになるのか‥‥）

　不安と期待の入り混じった気持ちで参加したのが、生長の家本部練成道場で開かれている十日間の練成会。平成四年四月、二十四歳のときだった。

　　　生きている価値

　はじめて道場に足を踏み入れたとき、係りの人がにっこり笑って合掌し、頭を下げた。

「ありがとうございます」

　親を恨み、世間を恨み、金を得るためなら人を蹴落とすことぐらい何とも思わなかった人間に、まるで神仏を拝むように手を合わせてくれた。生まれて初めての経験だった。

「ありがとうございます」

　道場では、掃除のとき、あらゆる場面で誰もが、ごく自然にその言葉を口にした。人とすれ違うときも挨拶代わりだった。温かい雰囲気に満ちていて、ここで生まれ変わる予感がした。

　講和を真剣に聞き、ノートを広げてメモをとった。先祖と自分とのつながりを表すのに、講師が黒板に描いたのは、大きな木の絵だった。根は先祖、幹が父母で、枝葉が子孫。親を恨んで根を切ってしまえば、枝葉が枯れるのは当然だった。

「感謝行」と呼ばれる時間には、雑巾を手に、
「お父さん、ありがとうございます」
「お母さん、ありがとうございます」

　と唱えながら床を拭いた。親の背中だと思って磨くように言われたが、どうしても憎たらしいクソババァの顔が浮かんでくる。言葉と気持ちの落差を埋めるため、精いっぱい声を張り上げた。

「お母さん、ありがとうございまーす！」
　練成会中は、後遺症の痛みも忘れていた。周りの人から「大丈夫、骨なんかそのうち元に戻る」と肩をたたかれ、痛みを恐れなくなったからか、重い荷物を持つことも、腰を曲げて作業することも苦ではなかった。
「大丈夫、大丈夫‥‥」

　道場で「ありがとうございます」と同じくらい耳にしたこの言葉を、自分もいつのまにか口にするようになっていた。

　病気、失業、倒産、子供の不登校、離婚‥‥練成会には、様々な問題を抱え、“大丈夫でない”人たちが多く参加していたが、日ごとに彼らの表情が優しくなっていくのが分かった。自分も例外ではなかった。どんな過去を背負っていようと、ここにくれば、年齢も経歴も一切関係なし。お互いを「すばらしい神の子」と認め合う空気があった。

〈人間は神の子、本来尊い存在〉

　生きている価値に目覚め、自分自身を否定しなくなったとき、無理をしなくても、自然に言葉が出てきた。

「お母さん、ありがとうございます」と。

　　　過去は存在しない

　練成会を勧めてくれた先輩に喜びの報告をすると、「その気持ちを両親に伝えなさい」と言われ、先ず父親に電話をした。

「お父さん、いままでありがとう」

　たまに連絡をしても、用件だけを言ってさっさと切ってしまう父から、気の利いた返事はかえってこなかったが、感謝の気持ちを伝えることができただけで、満足だった。電話を切ろうとすると、父が思い出したように言った。

「二・三日前に、おふくろさんから電話があったぞ。おまえと話がしたいらしよ」

　思えば、母親とは長いこと言葉をかわしていなかった。最後に会ったのは、車のローンの支払いに困って、金を借りに行った二十歳のときだった。案の定、言下に断られ、「おめぇなんか、親でも何でもねぇ！」と言い捨てて飛び出し、それっきり。居場所も知らせなかった。

　父との電話を切ると、すぐに母の家にかけた。

「お母さん、いままでありがとう」

　真っ先にそう言った。母からは、これまでつらく当たって悪かったと、詫びの言葉が返ってきた。懐かしい声を聞いて矢も楯もたまらなくなり、「明日会いに行くよ」と答えた。

　翌日、笑顔で出迎えてくれた母を見たとき、確かに自分は生まれ変わったと思った。あれほど強かった憎しみが、少しも湧いてこなかった。

〈どんな不幸な出来事も、思い出したときと言葉に出したときとのほかには存在しない〉

　練成会で利いた言葉がよみがえる。過去にこだわり、存在しないものを、自分は後生大事に抱えていたのだと思った。
　経理事務の仕事をしながら、一人で暮らす母を気づかい、まめに電話をし、時々会いに行っている。四葉のクローバーのことが話題に出たのは、誕生日のプレゼントを届けにいった昨年九月のことだった。

「小学校に入ったばかりの頃、お母さんに四葉のクローバーをくれたよね、覚えてる？」

　母は誕生日のプレゼントだと言うが、自分の記憶では、風邪で寝込んだ母のために一生懸命探し出したものだった。

「優しい子だったね」とつぶやく母に、笑って返した言葉が、

「どうして過去形になるの？いまも優しいじゃない」

　　　魂の修練

　事故の後遺症はいまも肩や腰にあるが、仕事に支障はないという。現在、住宅リフォームの会社に勤めている。
「人間は肉体の塊ではありませんからね。この肉体には神の命が宿っている。だから痛みがあっても、平気です」

　高校一年の交通事故の後もケガが絶えなかった。転んで捻挫したり、スポーツをしていて打撲したり、かすり傷、切り傷は日常茶飯事、いつもどこかに包帯を巻いていた。「親を恨んでいたときは、“キズだらけの人生”でした」と笑い、ごつい両手を広げて、「指十本、ぜんぶ骨折しました」と、恐ろしいことを言う。

「喧嘩して相手を殴っても、こっちが骨折するんです。これが本当の“骨折り損”ですね」

〈肉体は心の影〉

　憎しみは自分に跳ね返っていたが、練成会に参加して、「ありがとうございます」が口癖となってからは、ケガがぱったりなくなった。

　両親と別れておじの家で暮らしていた頃、大ヒットした歌が、「青春時代」。高校を卒業して一人暮らしを始めてからも、「卒業までの半年‥‥」というあのフレーズを聞くと、つらい日々がよみがえり、思わず耳をふさいだ。

「誰かがカラオケで歌いだすと、“やめろ！”と怒鳴っていました。いまは手拍子をして一緒に歌っています」

　困難も笑い飛ばす突き抜けた明るさが、この人にはある。

「人生は魂の修練の場。何事も自分を磨き高めてくれる、と感謝して受けとめたら、つらいことも楽しみに変わる。“これでまたステップアップできるぞ”と。自分にとっては険しい山だったけど、ここから眺める景色は最高ですね」

　人生に“もし‥‥”は禁句だが、ふと思うことがある。

（もし両親が離婚していなかったら）

　いま、この場所に立つことはなかた、と改めて感謝するのだ。あの長く険しい道のりに。
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❈亡き親が導く❈
原爆で亡くなった両親が生きる力を与えてくれた　　　　　　　　　　　　　　　　　　

広島県・会社員　海藏

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 9(かいぞうじ),海藏寺)和久さん（71歳）
◆あらゆるものを奪い去った一発の爆弾。遺されたものが味

わう苦しみから救ってくれたのは、亡き両親だった。先祖

とEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 8(えいれい),英霊)にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 8(ちんこん),鎮魂)の祈りを捧げ、心の安らぎを取り戻した半生。

　小雨がぱらつく朝の原爆ドーム。スーツ姿の男性が足を止め、手を合わせている。碑の前には千羽鶴。すぐ横を市電が走り、バスセンターも近いが、ここは街のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 9(けんそう),喧騒)を寄せ付けない。
　頂上の円蓋から「原爆ドーム」と呼ばれるようになるこの建物、元々は大正四年（1915）、広島市の産業発展に伴い、経済の拠点として建てられた施設である。チェコの建築家の設計によるモダンで優美な外観は、さぞかし市民の目を引いたことだろう。それが、いまでは世界平和のシンボルとして、人類に核兵器の恐怖を訴えている。世界遺産に認定されたのは、一昨年の十二月だった。

　爆心地から160メートルという至近距離にもかかわらず、爆風が上方からほぼ垂直に働いたため、内部は全焼したものの、建物の中心部は奇跡的に倒壊を免れた。原爆ドームの西側に架かっている相生橋が、原爆の投下目標になったと言われている。

　昭和二十年八月六日、当時十八だった海藏寺さんは、原爆投下のわずか一時間前まで、その相生橋のたもとに立っていた。

　　　原爆投下前夜

「私は警備召集兵でした。研修生として、（旧制）中学に籍を置いたまま、だいた二ヶ月に一度、一週間ほど兵舎に寝泊りして、交替で任務に当たるんです。任務は橋梁の警備と避難民の誘導です」

　弊社は学童疎開でもぬけの殻となった小学校である。投下前夜、珍しく部隊長が演芸会を開こうと言い出した。歌が好きだった海藏寺さんは「荒城の月」を歌った。続いて「ラバウル航空隊」を披露、拍手喝采を浴びた。と、そのとき警戒警報が轟いた。「全員配置につけ！」の号令に、海藏寺さんは、持場の相生橋へと走った。

　その夜は寝ずの番となった。深夜零時二十五分に空襲警報が発令、幸い空襲は無く、午前二時十分に解除。午前七時九分、警戒警報が発令、米軍機一機が上空を通過した。七時三十一分に警報が解除されると、海藏寺さんたちは、弊社に戻った。
　すでに多くの隊員が横になっていて、唯一空いている出入り口に布団を敷き、海藏寺さんはたちまち眠りに落ちた。

「前の晩の演劇会が、仲間たちとの送別会になろうとは‥‥」

　長さ三メートルの細長い形をした「広島型」原子爆弾は、広島市中心部の上空約580メートルで炸裂したと考えられている。爆心地の地表面の温度はセ氏三千～四千度に達し、爆風の圧力は、爆心地から500メートル離れた場所でも一平方メートル当たり十五トンという凄まじいもので、瞬時にして建物を吹き飛ばした。

　午前八時十五分――。脳天を突き破るような激しい衝撃だった。目を開くと、暗闇とホコリで何も見えなかった。ぼんやりと視界が開けてきて、ようやく自分が建物の下敷きになっていることが分かった。すぐに床を這って外に出ると、校舎はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 9(がれき),瓦礫)の山と化していた。自分が無傷なのが、信じられなかった。

「外は目をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 9(おお),覆)いたくなる惨状で、まるで地獄絵巻でした」

　やがて、あちこちから火の手が上がった。仲間を助けたくても、どうにもならなかった。海藏寺さんは山手へ一時避難し、翌朝自宅を見に行った。家は炎に包まれていた。

　　　生死をさまよう

　海藏寺さんの実家は菓子屋だった。父親の熊太郎さんは、全国の菓子博覧会で何度も表彰されたことのある菓子職人で、海藏寺さんは、そんな父親を誇りに思い、自分も家業を継ぐつもりでいた。
「私のもとに召集令状が来たとき、父は私に墨で半紙に『天地自然大神之霊』と書かせたんです。それを祈願して、お守りとして持たせてくれました。爆弾が落ちて建物から這い出したとき、私が無意識のうちに左手に握りしめていたのが、そのお守りでした」

　母親の吉子さんも、父親同様、信仰心の篤い人だった。海藏寺さんが十五歳の頃、悪性の痔ろうを患い、医師から「手術しても完治は難しい」と言われたことがあった。そのとき、母親が毎晩家を空けてどこかへ出かけるようになったので、疑問に思い、小雪の降る晩、あとをつけた。たどり着いた場所は神社だった。

「母は、私の病気が治るように、お百度参りをしてくれていたんです。それまで結構わがままだった私は、そのときの母の姿を見て、これからは親孝行をしようと心に決めました。母の祈りが通じて、痔ろうも完治したんです」

　原爆が落ちたとき、家にいたはずの両親と妹を探して、焼け野原を歩き回った。ようやく再会できたのは一週間ほど経ってからだった。三人とも無事だった。

　被爆した人の中には熱や爆風を逃れて一命を取りとめても、その後、放射線による障害で亡くなった人も多い。爆心地から半径二キロ以内の死亡者のうち、60パーセントが熱線と火災による熱傷、約20パーセントが爆風による外傷、残り20パーセントが放射線障害によるものと伝えられている。

　母親が息を引き取ったのは、原爆投下から十七日目の八月二十三日だった。その翌日、父親があとを追った。体力が衰えていく妹を抱え、海藏寺さんが安芸郡府中町にある父方の叔母の家にたどり着いたのが、九月一日。その八日後、妹は「お父さんとお母さんのところに行きたい」と言って死んだ。

　まもなく海藏寺さんも倒れた。体の自由がきかなくなり、皮膚に紫色の斑点が浮かび上がった。食事をするにも口を開けることができず、注射を打っても体内に吸収されず、とうとう医師もサジを投げた。

「骨と皮でミイラのようになって、叔母もあきらめていたそうです。二週間ほどして、私の口から“めし”という言葉が、うわ言のように聞こえてきたらしくて、叔母は、これでいよいよ最後だと思い、涙を流しながら重湯を流し込んだそうです」

　ところが、翌日、その口から再び「めし」という言葉が出ると、叔母は叫んだ。

「助かる！」

　重湯からお粥、ご飯と徐々に食べられるようになり、海藏寺さんは、二ヶ月近い寝たきりの生活から立ち上がる。
　　　お詫びしてから死のう
　復員してきたEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 9(いとこ),従兄)に飴菓子作りを習った海藏寺さんは、昭和二十五年、二十三歳のとき、知人から「宮崎の菓子問屋が菓子職人を探しているが、行ってみないか」と持ちかけられ、広島を出ることにした。

「新天地でスタートを切るのも悪くないと思ったんです。問屋の主人は、私の腕を見込んで、高給で雇ってくれました。ここで五年辛抱して、お金を貯めて広島に帰ろう、と自分なりに考えていたんですが、三年目を過ぎた頃から体の調子がおかしくなってきて‥‥」

　頭痛がする、足や腕が痛む、そのうち痛みは左腕と右足に集中するようになった。病院で精密検査を受けても、原因はわからなかった。

　痛みはたいてい真夜中に来た。キリで突き刺されたような激痛に毎晩叩き起こされた。眠れないので、飲み屋に出かけて、酒を飲むようになり、仕事を休むことも多くなった。貯金は診療代と飲み代でほとんど消えてしまった。

「人間は死んだら灰になってしまう、という悲しい人生観に陥ってしまい、自暴自棄になって、死のうとしたことがあるんです。昭和二十九年の十一月でした」

　遺書を書き終えたとき、ふと「どうせ死ぬのなら、両親やご先祖様にお詫びしてから、死のう」と思った。だが、誰に頼んで供養してもらえばいいのか分からず、そのことを職場のおばさんたちに話したところ、一人が三十代の男性を連れてきた。

　彼は机に仏壇らしきものをこしらえた後、線香とロウソクに火をつけ、持参したお経を誦げ始めた。おごそかな声も海藏寺さんには左の耳から右の耳へ。心の中では「これで思い残すことはない」と死ぬ覚悟を固めていた。

　ところが、お経を誦げ終わると、その人は「次からはあなた一人で誦げなさい」と言い、お経を置いて帰った。「だったら、これを誦げてから死のう」と、そのお経を手に取った。表紙には「甘露の法雨」と記されてあった。

　　　霊界からの導き
『甘露の法雨』を誦げ始めると、悲しくもないのに、途中から涙があふれてきた。その涙が何を洗い流してくれたのか、心がスッキリとして、誦げ終わると、死ぬことなど忘れてしまった。

　それから、『甘露の法雨』を置いていった生長の家の講師を訪ね、『生命の實相』を借りて読むようになった。不思議なことが起きたのは、霊界篇を読んでいるときだった。

「机の上に本を広げて読んでいたら、隅に置いてあったメモ用紙が空中に浮かんで、一瞬止まったんです。風かと思ったのですが、寒いときでしたから部屋は閉め切ってあったし、目の錯覚だと思って、再び本を読み始めると、しばらくしてフワフワと‥‥そのとき思ったんです。“親は生きている”と」
　霊界篇には「人間は肉体が滅んでも、魂は生き通し」と書かれてあり、紙の浮遊が霊界からのシグナルだと思えた。しかし同時に、その思いは、天からの啓示のようでもあった。

「この世に両親はいなくても、思いは霊界に通じる。だったら、親孝行できる、と思いました」

　先祖、亡き両親、妹のために毎日『甘露の法雨』を誦げた。生長の家で教えられた神想観も始めた。有り金をはたいて、『生命の實相』も全巻買い揃えた。

　あるとき、神想観をしていると、懐かしいふるさとの景色が浮かんできた。自分は小学生ぐらいだろうか。自宅の神棚の前で紫色の経本を手にして、悦びはしゃいでいた。その経本は、『甘露の法雨』だった。

「生長の家とのご縁は、その頃からあったんですね」

　自分が毎晩ぐっすり眠っていることに気付いたのは、一ヶ月ほど経った頃だった。手足の痛みは嘘のように消えていた。

　ある日こんな夢を見た。大空にいろいろな衣装をまとった数え切れないほどたくさんの人が浮かんでいた。正面に両親の顔があった。「この人たちはご先祖なんだ」と思った。皆合掌し、「有難う」と言って一斉に昇天していった。

「ご先祖様がこんなに喜び、祝福してくれているのかと思うと、生きる意欲が湧いてきましてね。人生をやり直す気になったんです」

　昭和三十四年にサチさんと結婚し一男二女に恵まれた。墓守りのため、昭和四十三年に家族を連れて帰郷。四十八年に市内の菓子問屋から運送会社に転職し、六十年に定年を迎えるまで勤めた。現在は広島駅前のブラザーミシンと、シルバー人材センターからの仕事を引き受けている。

「病気ひとつしないし、こうして元気でいられるのも、ご先祖様のおかげです。原爆が落ちたあの状況で一命を取りとめたこと、生長の家に触れたこと、すべて霊界からの導きだった、と私は信じております」

　原爆ドームから相生橋へ、海藏寺さんとともに記憶をたどった。最後に案内されたのは、兵舎だった「広瀬小学校」の跡。

「このあたりに校舎があって、向こうは校庭でした‥‥」

　指さす先には道路が横切り、ビルが建ち並ぶ。当時の面影は何一つ残っていない。慰霊碑が、かつてここに小学校があり、そこで九十四人の命が奪われた悲劇をひっそりと伝えている。
　碑の前で深々と頭を下げ、手を合わせる。毎月六日に必ずここを訪れ、英霊に鎮魂の祈りを捧げる。もう十五年以上欠かしたことがないという。

「前の晩まで一緒に歌を歌った仲間たちです。私だけが生き残った‥‥」

　碑に刻まれている亡くなった方々の名を指でなぞりながら、海藏寺さんの眼に悲しみの色が浮かんだ。

　取材を終えた日の夜、私はひとり広島の街を歩いた。足は自然と原爆ドームへと向いていた。近くの市民球状ではナイターが行われ、歓声が夜空にこだましていた。ライトアップされ、幻想的な雰囲気の中にたたずむ原爆ドームを眺めていると、海蔵寺さんの言葉を思い出した。

「戦争を引き起こすのは、人間の“迷いの心”です。迷いの心とは真理への無知に他なりません。一人でも多くの人が真理を知ること。それ以外に平和な社会を築く道はないと、私は思っています。心が変わらなければ、世界は変わらない」

　原爆による犠牲者は、十四・五万人とも言われているが、いまもって正確な数はつかめていない。

『光の泉』平成十年九月号
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